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の
竣
工
が
相
次
い
で
苛
、
引
き
受
け
で
き
な
い
ケ
主
も
あ
る
」
（
国
内
聖
）
状
況
だ
。
　
　
　
　
∠
5
億
円
、
商

十
、
十
∴
∵
∴
工
∵
」
・
十
∴
∴
‥

の
返
済
計
画
の
見
直
し
（
リ

ス
ケ
）
に
対
応
し
て
お
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
脂
と
い
え

ど
も
新
規
発
注
へ
の
融
資

に
は
慎
重
な
姿
勢
を
み
せ

て
い
る
。
欧
州
の
金
融
不
安

で
海
外
船
社
の
経
営
不
安
が

ン
ス
要
請
に
対
応
で
き
る

海
運
か
ら
の
オ
フ
バ
ラ

一
部
の
優
良
船
主
を
除
い

売
却
可
能
な
船
舶
を
持
つ

新
中
国
重
商
主
事
薫
拡
大
へ

【口
日
新
の
香
港
現
地
法
人
で

あ
る
日
新
運
輸
倉
庫
（
香
港
）

は
、
中
国
・
華
南
発
着
の
対

ア
ジ
ア
貨
物
の
集
荷
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
航
空
フ

ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
積
極
的

な
営
業
で
取
扱
量
を
伸
ば
し

た
ほ
か
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
の

混
載
貨
物
の
ほ
か
設
備
輸
送

な
ど
も
好
調
と
い
う
。
製
造

業
で
の
人
件
彗
同
臆
な
ど
に

チ
ャ
イ
ナ
＋
1
に
対
応

よ
り
、
部
材
調

フ
ィ
ン
を
同
じ

∪
と
へ
の
リ
ス

ろ
た
」
（
珍
田

一
実
績
の
あ
る

即
ら
の
部
材
調

盲
動
き
が
あ

ラ
諸
国
連
合

全
域
で
の
企
業
の
動
き
と
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を

積
極
的
に
支
援
す
る
。
「
華
南

出
し
は
電
子
部
晶
が
メ
ー
ン

だ
が
、
自
動
車
に
関
係
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
部
品
部
材
の
輸

送
需
要
も
見
込
め
る
」
と
、

ア
ジ
ア
問
の
サ
ー
ビ
ス
を
強

化
す
る
方
針
だ
。

資
源
大
手
ワ
ァ
ー
レ
が
自
社

発
注
し
た
4
0
万
重
量
㌦
級
超

大
型
鉱
石
船
（
V
L
O
C
）
1
9

隻
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化
を
計

ト
レ
ー
ド
ウ
ィ
ン
ズ
紙
蕗

1
9
隻
売

全
船
藍
冗
却
し
、

よ
り
物
流
需
要
も
頭
打
ち
感

が
指
摘
さ
れ
る
華
南
地
区
だ

が
、
ア
ジ
ア
に
近
い
地
理
的

特
性
に
対
す
る
再
評
価
の
向

き
も
あ
り
、
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
く
構
え
だ
。

香
港
現
法
で
は
航
空
、
海

運
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
物

流
、
華
南
エ
リ
ア
貨
物
の
輸

出
入
な
ど
を
担
当
ま
た
提

携
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
中
国

シ
ノ
ト
ラ
ン
ス
と
の
合
弁
に

よ
る
「
中
外
運
－
日
新
国
際

貨
運
」
（
日
新
シ
ノ
）
な
ど
、

中
国
6
現
法
体
制
で
大
陸
発

着
の
物
流
需
要
に
対
応
し
て

いる。香
港
現
法
で
は
航
空
フ
ォ

ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
売
り
上
げ

の
半
分
近
く
を
占
め
、
次
い

で
滞
貨
が
3
割
強
と
な
葺
）
に
程
近
い

い
る
。
香
港
国
際
空
農
部
材
調
達
拠

一
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
髪
。

タ
迄
「
航
空
貨
物
は
首
こ
う
し
た
動

会
社
が
荷
主
に
直
厚
営
挙
ヤ
イ
ナ
プ
ラ

な
い
」
と
し
、
フ
ァ
ワ
与
れ
る
ア
ジ
ア

対
日
本
貨
物
に
つ
い
て
も

「
エ
ア
は
ト
ン
数
が
伸
び
て

お
り
、
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
は

自
信
が
あ
る
。
コ
ス
ト
面
で

も
競
争
力
あ
る
料
金
を
提
供

で
き
る
」
と
い
う
。
コ
ン
テ

ナ
に
つ
い
て
も
伸
長
す
る
混

載
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
ベ
ー

ス
カ
ー
ゴ
の
底
上
げ
も
含
め

等
何
を
強
化
し
て
い
く
意
向

だ。

資
源
会
社
の

海
上
輸
送
戦
略

近
年
、
資
源
側
が
配
船
権
を
持
つ
C
F
R
（
運
賃
込
み
契

約
）
ベ
ー
ス
の
原
料
販
売
拡
大
を
背
景
に
、
資
源
会
社
の
海

運
部
門
が
存
在
感
奮
同
め
て
い
る
。
英
豪
資
源
大
手
リ
オ
テ

イ
ン
ト
海
運
事
業
子
会
社
リ
オ
テ
ィ
ン
ト
マ
リ
ン
の
マ
イ
ケ

ル
・
ハ
ー
ベ
イ
最
高
執
行
責
任
者
（
C
O
O
）
に
海
上
輸
送

戦
略
を
聞
い
た
。
　
　
　
（
聞
き
手
相
井
あ
づ
み
）

－
リ
オ
テ
ィ
ン
ト
マ
リ
ン
手
掛
け
て
い
る
。
言
い
換
え
る

の
役
割
と
は
。
　
　
　
　
と
、
リ
オ
テ
ィ
ソ
ト
ま
家
宝
、

1
3
年
間
で
、
日
本
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
輸
送
入
札
に

参
加
し
、
い
く
つ
か
の
契
約
獲

得
に
成
功
し
た
。
当
社
が
競
争

力
に
優
れ
、
信
操
に
足
る
海
運

会
社
で
あ
る
こ
と
を
日
本
の
顧

客
に
証
明
で
き
た
と
考
え
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
前
提
で
こ
う

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
加
で
き
て

い
る
こ
と
を
非
常
に
喜
ん
で
い

る」

－
グ
ル
ー
プ
外
の
第
三
者

貨
物
の
割
合
は
。

ブ
に
活
動
す
る
こ
と
を
重

を
通
じ
て
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

で
評
価
の
高
い
海
運
会
社
と

続
可
能
な
関
係
を
築
く
こ
と

の
将
来
計
画
は
。

イ
ン
ト
の
増
産
、

B
契
約
か
ら
C
F
R
へ
の

ト
レ
ン
ド
の
持
続
が
あ
る

年
に
リ
オ
テ
ィ
ン
ト
マ
リ
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